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膏
墨
研
「
癖
九
　
僧
”
議
ハ
十
♂
九
號

悪
露
紹
介

融
禽
學
原
理

高
醗
像
馬
面

　
靴
へ
塀
學
原
理
一
算
隷
頁
聯
コ
千
三
百
入
十
五
。
其
量
に
於
て
其
質
に
於
て

淘
に
融
’
曾
藁
奥
行
に
見
る
…
大
深
作
で
あ
る
Q
著
者
研
鱗
十
年
汎
く
先
蓮
諸

家
の
學
説
心
心
猴
縦
憂
し
て
克
く
自
家
一
漁
燈
系
為
樹
立
し
、
之
な
蓮
ぶ
る

に
四
閲
年
の
長
き
苦
心
た
費
し
雲
も
の
で
あ
ろ
。
署
者
の
二
四
な
談
く
や
荷

も
斎
い
て
鹸
さ
ざ
ら
ん
ミ
し
縫
横
に
諸
説
為
提
げ
來
っ
て
τ
検
討
の
斧
為

揮
ひ
、
典
の
探
る
べ
き
為
ミ
リ
興
の
破
す
べ
き
な
謝
し
以
っ
て
自
家
の
立
言

な
擁
立
ず
る
所
洵
に
洋
々
ミ
し
て
大
海
の
濤
う
つ
如
く
吾
人
の
游
限
為
暴
き

磁
雨
靴
敏
示
し
神
盆
す
る
所
甚
だ
大
な
う
も
の
が
あ
ろ
。
吾
人
ば
先
づ
著
者

の
研
銚
努
力
s
其
の
學
鼻
に
封
ず
る
百
獣
ぜ
に
恕
し
多
大
の
敬
意
た
表
し
僧

せ
て
左
に
本
書
の
内
容
の
大
要
及
之
に
発
す
る
網
場
の
h
二
恥
蓮
べ
て
惑
謝

の
辞
に
．
代
へ
た
い
ビ
思
ふ
。

本
書
篇
次
の
禮
裁
に
大
工
プ
ウ
グ
レ
の
証
愈
學
ぜ
匡
珂
そ
や
」
、
及
聴
看

が
比
較
的
多
く
の
影
響
た
受
け
締
る
ギ
デ
イ
ン
グ
ス
の
著
書
の
一
「
麟
納
耽

溺
學
」
の
結
鯨
に
よ
り
、
批
會
學
、
証
倉
競
立
論
、
鴛
會
形
態
論
、
髄
倉
結

果
論
の
四
篇
か
ら
城
っ
て
居
る
。
第
一
篇
ほ
郎
ち
奨
縮
縫
で
著
看
は
第
一
章
弓

「
「
馴
合
“
母
Ψ
の
辮
…
か
心
」
に
．
於
て
…
…
閥
目
先
づ
融
合
口
罎
｝
の
心
蛋
魂
・
た
賊
ハ
へ
て
識
翫
台
目
學
げ
載
肌

倉
師
ち
厚
情
者
の
紡
合
為
封
象
ぜ
す
ろ
科
學
で
あ
ろ
ミ
し
議
會
學
に
一
切
の

瀧
愈
か
野
象
ミ
す
る
が
故
に
動
物
融
會
も
亦
島
台
學
の
野
象
で
あ
ろ
が
研
究

の
．
便
宜
三
主
ビ
し
て
人
間
瀧
倉
に
限
る
飛
し
、
泌
倉
即
驚
倉
現
象
ミ
見
ろ
の

見
ひ
駁
し
て
瀧
會
ば
廣
義
に
於
け
ろ
野
駆
現
象
の
一
で
あ
q
そ
ば
経
濟
麺
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
眠

宗
敢
馨
の
儲
現
象
ぜ
齊
し
く
同
…
司
る
歴
吏
的
瀧
脅
的
實
在
的
の
種
々
な
乃

方
薗
の
「
で
あ
る
ミ
臨
じ
て
居
ろ
。
次
に
冠
倉
學
が
科
簗
で
あ
る
以
上
理
想

叉
は
儂
値
九
蕊
樹
提
書
す
ろ
掛
牌
庸
“
箇
月
學
及
欧
納
躍
弥
脚
芝
酸
瀟
…
す
べ
く
、
計
牌
合
昌
吏
及

融
倉
轍
　
化
論
が
更
學
事
象
菓
の
牲
質
存
帯
ぶ
る
が
故
た
以
っ
て
之
為
法
則
の

岩
蟹
ろ
並
倉
學
の
領
域
よ
り
纒
諏
…
す
べ
し
亡
論
じ
、
叉
瀧
倉
學
に
励
會
圏
結

の
本
質
為
附
明
す
る
に
あ
り
…
耽
倉
心
理
學
に
結
合
の
漁
戸
ミ
し
て
習
入
の
意

識
内
に
生
じ
量
る
二
重
な
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
叉
周
個
の
學
で
あ

る
虐
窺
吾
、
更
に
縫
言
寿
倉
畢
の
槻
統
幕
念
か
一
々
批
評
黙
検
し
て
赴
會
現

象
の
三
帰
的
考
察
の
可
能
適
否
策
し
、
「
か
く
て
趣
き
融
倉
學
親
念
に
減
ぴ
て

青
人
の
新
魏
念
の
之
に
代
ろ
挫
き
導
老
父
既
に
死
し
て
長
子
の
和
讃
す
可
・
量

に
異
な
ら
す
…
．
新
し
き
勲
禽
阜
匡
六
ダ
瀧
會
現
象
の
「
部
分
即
ち
有
情
潜
、

の
結
合
為
乱
言
ε
す
う
の
み
9
奮
き
融
會
學
ば
垂
範
科
白
に
勒
し
其
研
努
綜

果
の
綜
合
者
六
り
叉
に
之
に
飛
す
ろ
愚
答
的
知
識
、
根
本
原
理
の
供
給
者
ミ

し
て
上
下
の
關
係
に
立
ち
し
が
、
美
し
き
糺
舎
躯
に
等
し
く
歴
奥
的
託
倉
的

實
在
の
㎜
断
的
考
察
書
し
て
他
の
糺
倉
科
學
C
封
等
の
地
位
に
立
つ
0
し
定
蜴

期
し
て
所
謂
肚
會
科
外
界
の
一
挙
民
書
し
て
の
祉
倉
學
翔
念
た
高
調
し
て
居

る
Q
第
二
章
「
託
丸
瓦
の
問
題
」
に
於
い
て
ば
飛
倉
學
の
問
題
た
以
っ
て
冠
倉

の
種
々
な
る
界
磁
即
ち
形
盤
母
野
の
同
時
白
総
起
的
覇
遊
覧
係
為
論
ず
る
瀧

奇
島
形
態
の
問
題
ピ
、
か
、
ろ
融
麿
挿
が
如
何
な
ろ
心
理
的
因
子
に
よ
り
加
何
な

る
過
程
た
縦
で
構
成
ぜ
ら
ろ
、
か
な
論
ず
’
ろ
批
會
成
立
の
問
題
虐
、
鮭
倉
結

合
の
結
果
ば
如
何
な
ろ
察
象
で
あ
る
か
、
又
愚
論
に
知
侮
な
ろ
遙
程
に
よ
っ

て
か
、
ろ
結
果
を
負
す
’
う
か
、
叉
出
営
形
態
が
こ
の
結
繋
の
上
に
如
何
な
ろ

影
響
為
與
ふ
る
か
為
研
究
す
る
祉
脅
赫
果
の
問
題
の
日
二
で
あ
ろ
ミ
論
じ
、
次

で
第
三
章
「
趾
倉
木
質
論
」
に
於
て
灘
倉
の
本
質
た
論
じ
從
來
諸
學
潜
が
原
素
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的
融
書
写
實
等
の
名
禰
の
下
に
漠
然
瀧
倉
の
本
質
．
。
灘
倉
の
構
波
原
理
、
融

・
倉
羅
象
の
特
微
の
三
者
心
雨
雲
ぜ
ろ
こ
定
心
難
じ
、
澱
脅
の
本
質
か
以
っ
て

望
ま
れ
六
る
甑
ハ
存
喉
リ
ミ
紐
じ
、
か
・
る
が
故
に
典
存
の
欲
求
に
反
罵
る
「
反

醤
」
或
は
「
蛾
醐
」
の
現
象
ば
祉
會
藁
の
野
象
外
で
あ
り
、
望
ま
れ
穴
る
典
存

に
し
て
心
的
粕
互
作
用
な
き
め
り
、
心
的
粗
互
作
用
あ
リ
オ
で
ろ
も
翼
…
問
漁

共
存
の
欲
求
な
き
こ
定
も
あ
り
，
且
つ
粗
筋
作
用
に
に
間
跡
あ
れ
こ
も
祉
會

．
は
間
臨
な
く
霧
幽
す
る
も
の
な
る
が
故
に
心
的
糊
五
作
用
な
以
っ
て
融
會
の

本
質
で
あ
る
定
す
ろ
親
近
灘
倉
準
界
の
ま
潮
に
封
し
論
難
．
頗
ス
努
め
、
婁
他

意
志
な
き
所
に
融
・
惇
あ
り
、
協
働
な
き
班
亦
祉
會
あ
り
得
る
の
故
を
以
っ
て

意
志
結
合
訊
、
協
働
翫
奉
碧
激
し
き
次
に
溢
倉
の
心
的
図
子
々
誼
い
て
訟
倉

　
そ
の
も
の
を
説
か
ざ
る
も
の
亡
し
て
同
獅
意
識
翫
，
反
覆
作
用
設
に
一
撃
数
、

撃
た
擁
へ
、
更
に
紀
愈
現
象
の
特
徹
に
着
眠
す
ろ
観
に
論
及
し
て
粗
互
作
那

説
、
模
倣
設
、
暇
厘
観
為
難
じ
て
署
活
の
所
急
難
悪
説
為
力
読
し
、
礎
來
諸

大
家
の
親
な
一
々
凱
上
に
暴
げ
漏
り
理
路
曲
折
循
々
ぐ
・
し
て
競
曇
來
り
説
去

る
ミ
こ
ろ
、
淡
々
れ
ろ
行
論
の
中
灘
著
看
の
慧
氣
の
舞
勢
ミ
し
て
現
れ
謙
る

の
思
ひ
が
あ
る
。
次
に
第
四
章
「
，
批
倉
の
構
波
原
磯
」
に
於
い
て
敢
倉
か
し
て

戊
立
噛
し
む
る
根
本
動
力
ピ
し
て
欲
望
の
讐
σ
塞
出
提
示
し
、
模
倣
、
同
情

暗
示
肖
同
類
意
識
、
謝
類
似
す
る
も
の
V
愛
尊
の
誌
窺
の
皆
談
れ
る
こ
ミ
工

臨
じ
、
趾
倉
前
の
生
物
學
的
紺
始
的
慾
翼
の
外
何
物
な
も
有
し
な
い
極
少
人

な
假
馨
し
，
彼
導
が
落
前
よ
り
頻
何
に
し
て
瀧
倉
が
生
す
う
に
至
つ
れ
か
疫

識
じ
て
羅
馬
口
も
こ
胃
の
鯖
の
邸
柄
で
あ
る
建
麟
じ
、
か
く
て
こ
の
根
本
動

力
よ
り
叉
如
何
に
し
ず
、
群
居
の
本
能
、
協
働
、
反
勤
、
祉
會
的
勢
力
の
欲
望

等
が
樹
來
、
こ
れ
等
派
盈
約
原
理
ぜ
根
本
原
理
ぜ
か
加
釘
に
協
ヵ
し
叉
如
何

な
る
歴
程
に
よ
っ
て
宏
大
な
る
祉
倉
削
磨
為
な
す
か
の
問
題
即
ち
第
二
篇
融

新
著
紹
介

倉
規
立
論
に
移
る
Q
蓋
し
著
者
が
所
願
託
禽
獅
戊
瞭
獲
鼓
し
て
の
欲
鋸
辮
行

設
ば
著
二
戸
ら
ギ
デ
．
誓
ン
グ
ス
の
同
無
反
慰
親
ぜ
密
、
籏
な
る
類
隷
あ
る
こ
ミ

庖
語
っ
て
居
る
が
、
又
タ
ル
ド
が
樹
人
的
勢
力
存
し
て
墨
斑
約
全
慢
為
形
震

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ぜ
し
む
ろ
班
の
方
向
の
一
致
野
口
っ
て
黙
示
摸
倣
の
結
果
で
あ
ろ
芯
ぜ
ろ
建

思
想
獲
粗
膳
粗
距
ろ
一
歩
で
あ
る
Q
騨
ち
タ
ル
ド
観
の
療
閃
結
果
を
顛
倒
し

こ
れ
に
ワ
オ
！
ド
の
欲
望
為
八
っ
て
髄
倉
力
ミ
見
る
考
、
ス
モ
ー
ル
等
の
イ

ン
テ
ソ
ス
ト
説
ん
～
綜
合
す
る
瞭
に
著
潜
ミ
阿
緑
な
る
兄
馳
に
立
つ
こ
ミ
が
出

興
る
ビ
拶
へ
・
り
れ
■
る
O

　
第
二
篇
に
融
単
結
合
の
紐
帯
の
種
類
に
よ
り
三
段
に
、
同
質
結
舎
論
、
異

質
結
議
論
、
融
倉
意
識
論
に
分
儲
れ
γ
、
構
二
二
か
。
白
獲
的
野
極
的
亡
見
、
後

者
ほ
外
部
よ
り
強
請
し
て
既
存
の
結
合
か
維
持
す
る
に
，
止
ろ
潰
極
的
の
紐
帯

で
あ
り
，
久
底
質
結
合
ぱ
本
來
愛
着
に
よ
ろ
結
含
、
異
質
総
合
匡
本
來
利
覗

に
よ
る
離
合
で
、
後
者
ほ
前
者
を
摸
疎
し
前
者
存
便
っ
て
戊
立
す
る
も
の
で

あ
る
定
論
じ
、
耶
蘇
結
合
託
生
規
ぜ
し
む
る
心
理
的
寄
子
ε
し
て
群
居
の
本

能
、
交
麺
の
本
能
，
最
純
協
働
、
反
覆
作
無
為
扱
へ
、
そ
が
欲
薯
の
尋
行
よ

己
り
巫
成
す
る
過
程
を
呼
べ
、
次
に
異
質
結
合
の
根
・
不
現
象
芝
し
て
複
雑
肋
助
働
旧

　
　
就
中
重
要
か
る
に
職
業
的
協
働
即
ち
分
業
ー
ー
為
皐
げ
、
複
雑
協
働
が

力
の
欲
累
よ
り
血
成
す
る
も
の
で
あ
ろ
こ
電
、
而
し
て
力
の
欲
望
ほ
彼
の
同

質
結
合
が
先
づ
胃
り
｛
恥
曝
で
あ
っ
カ
に
封
し
先
づ
色
の
事
柄
で
、
あ
り
、
性
の

爲
め
に
誇
示
玉
優
勝
、
交
睨
，
趣
環
の
欲
遍
照
血
じ
、
人
ロ
雪
加
し
嚢
物
存

得
み
こ
ご
の
盆
嗣
難
蹴
み
に
縫
ひ
嚢
胸
の
探
究
が
画
覗
的
ε
な
q
塙
嗣
燧
ご

酬
罫
書
の
接
近
争
翻
…
薮
繁
な
ろ
に
つ
れ
て
側
人
的
材
能
の
要
求
建
な
り
、
そ

．
の
戦
勲
的
事
情
守
㌦
そ
の
卓
越
看
の
有
す
る
力
の
欲
望
被
征
服
祉
倉
の
附
罵
等

だ
に
よ
っ
て
先
づ
最
初
の
野
業
的
分
岐
ぬ
る
首
長
、
武
將
、
緋
侶
、
閑
散
階

九
流
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ガ

智
H
墨
・
研
究
　
餓
〃
六
乱
T
九
號

級
、
生
産
的
勢
役
者
、
奴
隷
縷
の
分
化
か
巫
じ
、
か
く
て
人
R
盆
々
欝
織
す

ろ
に
つ
れ
力
の
欲
望
　
に
一
・
い
り
分
一
渠
が
彌
獲
壊
す
ろ
渦
［
程
た
湛
べ
、
更
に
分
業

の
髄
會
紐
幣
ミ
し
て
の
惹
義
為
字
音
、
進
ん
で
祉
愈
慧
議
論
に
於
い
て
其
の

意
義
、
拘
束
力
、
埋
立
、
分
化
な
論
じ
て
居
る
。
第
三
型
込
愈
形
態
論
ぼ
膿

血
の
以
っ
て
就
魯
學
の
巾
心
的
問
題
通
な
す
所
で
先
づ
祉
會
結
合
な
抽
象
的

に
直
接
結
合
間
接
結
含
の
基
礎
形
態
に
分
ち
、
前
者
た
以
っ
て
結
合
の
嵩
め

の
結
合
、
愛
浩
に
．
よ
う
結
合
、
全
人
的
犠
牲
的
結
合
書
し
、
後
者
た
以
っ
て

利
釜
の
望
め
の
結
含
、
部
分
的
個
人
巾
証
約
結
合
で
あ
る
ミ
し
、
具
面
的
結

合
ミ
し
て
に
此
二
種
の
結
合
の
重
複
測
係
に
よ
り
碇
接
結
合
、
寵
接
間
接
結

合
、
間
接
凝
脂
結
A
愚
問
接
結
合
の
四
結
合
に
分
類
し
、
更
に
之
潜
二
大
別
．

s
し
て
前
馬
考
存
自
然
融
倉
叉
に
基
礎
耽
奇
曲
」
し
、
後
の
二
者
な
人
爵
融
會

野
田
託
脅
跡
ビ
名
け
る
O
然
し
謎
魯
形
態
の
考
察
亜
聖
倉
園
機
に
限
る
べ
寄
・
で

な
く
圃
鰹
以
外
の
結
趾
ε
し
て
鼻
嵐
圏
、
謎
會
關
係
な
重
げ
こ
れ
存
派
縦
笛

～
搬
に
入
れ
る
。
両
し
て
右
の
中
直
接
結
合
に
原
始
蒔
代
に
於
げ
ろ
論
理
的
想

定
が
悠
遠
な
る
将
來
の
聯
想
の
熊
魯
で
あ
ろ
甘
し
、
祉
會
遜
化
の
可
逆
准
説

い
て
著
者
証
會
理
葱
の
片
鱗
な
見
ぜ
て
居
る
Q
次
に
直
接
間
接
謎
謎
な
血
維

蛭
類
（
家
族
氏
艦
）
、
勉
絵
血
塊
醐
醜
（
群
孜
ぴ
部
族
）
、
地
隷
剛
樫
（
國
家
地

方
溺
膿
）
に
分
ち
、
問
擾
直
々
訟
倉
心
し
て
中
世
の
職
業
團
彊
察
敦
翻
燈
為

畢
げ
、
間
接
証
會
為
分
っ
て
国
魂
的
、
脳
室
的
、
文
化
的
に
大
溺
し
、
か
く

で
曲
等
の
諸
形
態
の
成
立
、
性
質
，
概
能
及
び
各
個
相
互
間
の
周
時
的
飛
起

的
臨
係
な
観
明
し
、
同
聴
路
に
ば
こ
れ
等
諸
形
態
の
聞
に
密
接
な
る
逆
行
囎

係
あ
り
、
懸
越
的
に
に
赴
ハ
日
あ
嚢
蓮
傾
向
た
観
い
で
幕
礎
蒲
倉
の
搬
大
縮
小

の
法
則
、
中
間
融
倉
澁
央
の
法
則
に
よ
リ
世
界
的
大
館
家
の
禺
現
な
搬
撮
し

派
弓
田
・
曾
の
冠
會
的
錯
綜
の
法
則
、
交
易
化
の
法
財
た
論
じ
て
馳
奪
的
原
子

九
六

化
、
丈
明
國
民
の
商
人
化
な
現
代
祉
倉
の
駿
態
オ
見
、
更
に
か
く
の
如
き
獲

蓮
傾
肉
の
根
本
原
理
ぜ
し
て
欲
墓
の
亭
行
為
塞
け
、
そ
が
人
自
の
櫓
加
に
よ

り
分
業
定
な
り
、
分
業
に
よ
り
て
文
化
内
蓉
の
櫓
警
め
り
、
か
く
て
＝
着
に

叉
愛
子
に
湘
規
定
し
て
融
愈
形
態
の
墜
動
あ
り
骨
継
い
て
居
ろ
σ
第
四
篇
敵

櫓
結
果
論
に
叫
ぶ
ろ
所
に
開
合
隠
が
如
何
な
ろ
過
腿
に
よ
り
又
如
何
な
る
姿
に

個
人
な
薫
化
ぜ
し
め
る
か
の
問
題
で
、
典
の
攣
化
の
最
大
な
る
も
の
ば
個
性

の
完
戊
で
あ
る
ミ
見
、
こ
れ
電
撃
に
作
用
為
有
す
る
愛
化
過
程
定
し
て
丈
化

の
墨
型
ε
自
由
の
砂
面
な
凪
げ
、
藷
づ
鼻
聾
が
力
の
繊
切
弧
挙
行
為
基
本
建
し

て
創
造
傳
播
の
こ
原
理
に
よ
り
獅
何
に
し
て
嚢
蓬
す
る
か
、
又
丈
化
嚢
愚
の

原
因
如
何
醇
論
じ
て
人
類
無
限
の
完
成
の
可
能
性
に
及
び
、
爽
に
丈
化
が
鮭

愈
に
よ
り
重
留
に
制
約
さ
れ
■
ろ
か
為
説
い
て
人
口
、
分
業
、
融
禽
錯
綜
化
建

の
開
…
係
な
蓮
べ
、
自
由
の
獲
達
の
項
に
於
い
て
に
人
類
の
趾
愈
獲
蓮
史
為
以

っ
て
自
由
の
糟
掬
の
歴
史
で
あ
る
ざ
い
ふ
通
説
の
不
完
全
な
説
い
て
爲
由
束

綴
の
分
水
田
畑
は
職
進
化
中
の
或
階
…
撲
に
あ
り
ぐ
」
て
獲
蓬
に
原
始
へ
の
復
鼎
な
り

ぐ
菰
鋤
じ
、
自
山
は
弔
孟
母
侯
っ
て
始
め
て
可
能
な
る
こ
定
な
蓮
べ
、
熟
由
の

程
度
の
決
定
二
重
催
し
て
人
口
の
婚
前
叉
に
凝
倉
擢
大
毛
励
・
曾
錯
綜
の
二
潜

為
暴
げ
、
終
り
に
個
性
の
獲
蓮
に
及
ん
で
可
蓮
，
不
可
泄
た
説
き
、
文
化
内

容
享
受
の
盧
由
に
よ
り
何
入
も
全
人
的
に
に
同
じ
か
ら
ざ
れ
こ
も
部
人
的
に

に
萬
人
は
萬
人
郵
相
類
似
す
ろ
が
故
に
既
惹
昧
に
於
い
て
も
嚢
蓬
ば
原
始
へ

の
置
据
な
り
建
見
、
個
性
嚢
蓬
の
直
接
原
因
為
銀
し
く
人
鷺
櫓
加
、
瀞
蕎
献
館

磁
化
に
よ
っ
て
親
薄
し
、
終
に
文
化
、
肉
由
，
個
性
の
聚
憩
の
相
劇
關
係
為

蓮
べ
、
最
後
祉
倉
建
個
人
こ
の
循
環
的
籍
制
な
難
い
て
「
事
貧
に
永
久
の
循

環
的
漉
鄭
な
り
、
舐
倉
匡
偶
人
な
蓮
ひ
、
綱
人
に
ま
乳
飛
倉
存
池
ひ
、
遽
に

か
の
將
來
に
澱
か
れ
れ
ろ
擦
豹
、
証
愈
的
瓶
子
化
に
向
ひ
て
進
む
。
」
の
7
旬
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な
以
っ
て
杢
錯
た
終
っ
て
鷹
ろ
。

著
者
論
な
行
ろ
周
密
細
微
、
弼
か
も
叩
い
て
鹸
さ
穿
ら
ん
定
し
て
反
覆
町

曝
な
様
門
む
。
煎
ふ
ろ
に
「
も
ミ
章
館
項
為
分
お
す
、
大
面
の
腹
案
に
．
よ
り
笠
・

の
急
く
所
に
よ
っ
て
」
戊
り
し
も
の
で
あ
ろ
か
ら
、
噂
に
錯
綜
の
個
庭
も
あ

る
や
う
に
思
に
れ
、
之
為
理
解
す
ろ
に
當
っ
て
可
成
り
の
努
力
ぐ
」
忍
鮒
ぐ
㌧
が

い
ろ
。
吾
人
の
不
敏
た
以
っ
て
し
て
宝
亀
の
中
に
こ
れ
存
略
蓮
す
る
こ
ミ
の

或
ば
卸
っ
て
著
者
の
眞
意
な
損
ふ
こ
ミ
あ
る
べ
き
た
深
く
謝
し
穴
い
。
若
し

詣
れ
其
の
内
容
の
「
々
の
拙
評
の
如
き
到
底
吾
人
の
今
日
爲
し
得
る
所
で
な

い
。
只
最
も
特
色
あ
る
第
一
篇
祉
倉
學
概
念
、
証
會
の
本
質
に
闊
す
る
著
者

の
見
解
に
封
し
所
感
の
一
二
な
述
べ
さ
し
て
頂
音
六
い
ビ
思
ふ
。

　
吾
人
に
先
づ
第
一
に
著
者
が
科
學
的
立
脚
蜷
に
立
っ
て
飽
迄
も
こ
れ
堀
嚴

穿
ぜ
ん
ヒ
す
る
態
度
の
明
確
裁
然
湿
ろ
な
憲
ぷ
も
の
で
あ
ろ
。
部
ち
継
母
學

が
地
域
の
如
何
な
問
に
す
隠
の
古
今
た
論
ぜ
す
憩
鞘
寄
に
又
不
断
に
行
匡
る

」
縫
動
の
過
程
に
よ
っ
て
法
則
の
組
維
、
讐
逓
的
關
係
．
概
念
の
鰹
統
恥
構
成

ぜ
ん
亡
す
ろ
限
り
、
趾
倉
學
に
出
面
哲
學
、
祉
愈
理
想
論
、
鮭
會
政
策
論
、

瀧
倉
史
、
杜
會
携
化
論
揺
そ
の
研
究
範
國
の
申
よ
り
放
蓮
す
べ
き
も
の
で
あ

ろ
。
然
し
な
が
ら
全
鋳
た
通
魔
す
う
に
猜
こ
の
立
脚
亀
の
徹
底
に
多
少
の
遺

憾
が
あ
り
に
し
ま
い
か
。
著
者
が
祉
會
踊
躍
諭
、
特
に
確
言
結
果
論
．
に
於
て

培
獣
の
問
に
祉
倉
理
想
論
な
吐
露
し
て
居
ろ
こ
ε
に
必
ず
し
も
問
ふ
奄
要
し

な
い
ミ
し
て
、
所
謂
地
城
の
如
何
な
問
に
す
暗
の
古
今
た
論
ぜ
す
善
逓
的
に

叉
不
断
に
行
に
ろ
」
墾
動
の
謁
程
に
よ
る
法
則
を
求
め
ん
婁
な
ら
ば
、
蒔
た

異
に
し
髭
な
異
に
し
て
行
ば
る
」
融
々
形
態
の
分
瀬
病
聞
係
の
研
究
為
以
っ

て
義
倉
攣
の
中
心
問
量
定
す
う
に
稗
典
の
常
為
失
し
て
居
に
し
ま
い
か
、
部
、

ち
著
者
の
立
鵬
為
徹
鷹
烈
し
む
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
靴
禽
形
態
そ
れ
く
に
岡
様

新
蔚
紹
介

に
”
∬
ば
ろ
、
煎
口
遍
的
法
期
為
求
む
う
が
讃
奇
”
學
の
‡
一
群
問
題
建
な
ろ
ミ
考
へ

る
こ
ミ
ー
1
碍
來
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
著
者
に
祉
倉
悪
化
論
な
駆
逐
す
る
こ
ビ
の

必
要
た
柔
き
な
が
ら
見
方
に
よ
っ
て
に
筑
ハ
の
祉
會
規
立
論
、
泌
倉
結
果
論
の

少
か
ら
ぬ
邦
分
が
写
実
罪
報
論
的
性
質
た
帯
び
て
み
ろ
ε
い
ば
れ
な
い
で
あ

ら
う
か
Q
余
ほ
今
懸
り
に
か
㌔
ろ
髄
全
波
存
純
正
靴
愈
學
ミ
し
、
祉
倉
進
化
論

な
こ
れ
よ
り
嘔
呈
す
る
こ
ミ
に
賛
同
す
る
ぐ
」
し
て
も
吾
人
に
融
愈
學
郎
ち
純

正
巌
頭
泓
Ψ
で
あ
ろ
ビ
い
ふ
考
に
…
封
し
て
肋
快
に
首
心
す
ろ
こ
ミ
が
出
來
な
い
。

郎
ち
純
正
従
曾
學
以
外
術
瀧
奇
踊
蓮
化
的
研
究
な
何
等
か
の
形
に
於
い
て
祉
會

學
の
一
分
野
定
し
論
い
ミ
い
ふ
希
墓
な
も
ち
、
又
其
の
可
能
た
信
じ
て
研
究

の
歩
た
進
め
て
見
六
い
建
思
ふ
Q
著
者
ぽ
別
面
遊
奇
曲
學
的
研
究
に
於
い
て
赴

倉
二
化
論
の
懸
果
布
・
論
じ
、
進
化
な
以
っ
て
反
覆
ぜ
ざ
ろ
こ
定
、
法
則
な
以

っ
て
反
覆
の
こ
ε
・
な
し
、
融
會
講
化
論
の
不
可
能
を
訊
い
て
居
る
が
進
化

が
全
然
刻
々
に
新
な
る
も
の
、
飼
造
で
あ
ろ
な
ら
ば
蓬
績
ミ
い
ふ
こ
ぜ
匿
あ

り
得
な
い
で
に
あ
ろ
ま
い
か
、
我
々
が
異
ミ
見
る
ば
異
中
既
に
同
な
詐
し
て

居
る
の
で
あ
り
、
奨
の
中
一
貫
の
鱗
向
が
あ
り
得
る
ピ
見
ら
れ
な
い
で
あ
ら

う
か
、
鴨
南
既
に
本
書
に
於
い
て
証
會
詩
形
態
間
の
繰
起
的
關
係
な
…
説
い
て

「
切
面
取
恋
通
す
ろ
霊
宝
の
傾
向
あ
る
こ
ピ
た
筋
言
し
て
こ
れ
為
説
蓮
し
又

生
物
進
化
の
法
則
の
可
能
な
認
め
て
居
る
以
上
、
同
様
に
祉
倉
蓮
化
論
の
可

能
た
認
め
ろ
こ
ミ
が
券
面
な
い
で
あ
ら
う
か
。
冠
會
進
化
的
考
察
な
何
等
の

形
に
於
い
て
も
靴
喬
昌
協
閉
に
於
い
て
評
さ
な
い
こ
ピ
の
撫
撃
ろ
不
可
能
定
ま
で
い

っ
て
よ
い
こ
定
匡
著
者
の
靴
倉
學
が
既
に
典
例
識
な
示
し
み
み
の
で
に
な
か

ら
、
つ
か
。
又
隠
者
は
野
合
現
象
な
祉
會
現
象
の
一
種
で
あ
る
亡
見
、
從
っ
て

結
合
の
科
學
で
め
ろ
靴
會
學
の
手
よ
り
欝
飴
融
會
科
學
に
秘
す
ろ
欝
甑
の
王

冠
為
奪
ひ
去
つ
ぬ
の
拭
掬
・
「
証
左
雄
瀬
上
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
草
命
ぜ
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
毒
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輔
質
學
研
…
究
　
　
錆
山
ハ
十
九
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ふ
べ
き
で
あ
ろ
が
、
然
し
，
著
者
の
班
謂
麗
露
語
油
倉
的
日
雀
ミ
に
細
愚
な
る

も
の
で
あ
ら
う
か
、
吾
人
に
猜
從
來
諸
家
の
説
た
討
ね
鎭
．
重
に
考
察
為
震
れ

ナ
占
い
ご
思
ふ
。
欝
弧
ハ
存
競
に
…
封
し
て
次
の
如
き
揚
合
に
こ
れ
為
如
拷
に
考
ふ

べ
さ
・
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
彼
の
噸
粥
池
講
修
の
「
軍
靴
冨
の
彼
鴫
力
へ
し
に
あ
る
如
く

一
人
あ
り
父
の
撒
冨
な
る
仇
敵
な
自
象
ん
ミ
す
、
敵
手
面
々
既
に
大
託
し
て
肉

錦
た
蛤
て
カ
リ
定
錐
も
今
多
年
の
宿
雛
象
る
公
盆
事
業
か
果
し
終
ふ
る
迄
命

な
乞
ふ
、
即
，
ち
諾
し
て
北
川
楽
な
畢
へ
て
不
僕
、
戴
天
の
仇
か
討
つ
の
日
の
一
日

も
蓮
か
ら
ん
が
警
め
共
に
典
業
に
協
働
す
ろ
時
、
巽
心
に
宿
怨
に
燃
、
レ
2
共
存

の
欲
求
牽
も
無
く
し
て
二
人
に
独
，
識
6
7
嬉
成
し
て
居
ろ
で
に
な
か
ら
う
か
。

ヌ
家
族
の
成
員
來
西
に
四
散
し
て
何
等
玉
野
作
用
な
い
ミ
す
れ
ば
即
ち
こ
れ

全
然
樹
世
界
の
人
で
あ
り
、
此
尊
の
人
に
生
理
學
的
に
若
干
の
類
似
恥
有
し
、

又
法
律
上
家
族
關
係
為
有
す
る
ミ
い
ふ
に
止
り
最
早
融
倉
照
中
的
考
察
の
外
に

あ
る
も
の
ε
い
ふ
べ
寄
・
で
に
あ
ろ
ま
い
か
Q
尊
し
繍
互
作
蹟
川
の
膓
紹
で
．
な
く

断
縦
で
あ
ろ
ε
で
れ
ば
こ
れ
相
互
作
用
あ
ろ
も
の
芝
見
て
よ
い
で
に
あ
る
ま

い
か
、
爾
署
者
ば
及
封
、
鞍
闘
、
分
離
ほ
給
合
に
堕
す
、
故
に
こ
れ
為
含
む

職
互
作
用
蹴
は
探
ろ
べ
か
ら
す
ミ
設
か
れ
う
が
、
然
し
叉
碧
者
の
説
に
よ
れ

ば
反
証
も
亦
欲
重
り
細
行
に
因
数
し
、
そ
れ
自
慰
一
の
阯
會
田
居
ミ
見
て
居

ら
れ
、
術
此
弊
の
現
象
が
祉
禽
學
曲
に
重
大
な
意
覗
が
あ
み
こ
ε
た
認
め
て

實
際
必
着
の
赴
倉
學
的
説
明
に
重
嬰
な
ろ
一
部
た
な
し
て
居
ろ
以
上
、
こ
れ

な
融
禽
學
の
罫
象
ご
す
る
方
か
「
便
宜
上
し
に
於
．
曳
も
出
田
蹴
リ
ビ
見
ら
“
な

い
で
あ
ら
う
か
。
丈
化
債
航
書
祉
倉
結
合
の
志
念
ピ
の
關
係
、
及
同
化
一
般

の
撫
念
に
就
い
て
も
も
少
し
軍
馬
為
受
け
ハ
い
話
調
繋
れ
ぬ
。

　
淺
黒
棚
本
歌
…
な
る
吾
人
に
今
粗
漫
蕪
維
の
論
た
以
っ
て
覇
者
多
年
の
用
心
搬
の

結
榮
に
罫
t
裂
極
的
の
異
琵
為
蓮
べ
ん
ミ
す
る
も
の
で
は
勿
論
な
い
○
霜
に

九
入

廟
議
遡
の
際
思
ひ
漂
ん
だ
疑
問
の
二
三
葬
㍊
し
象
に
盗
る
。
若
し
夫
れ
習
人

の
本
害
に
よ
っ
て
碍
遮
る
多
大
の
恩
惑
に
誠
に
感
謝
の
暴
為
知
ら
な
い
。
私

は
か
く
の
如
曇
眞
糟
な
、
包
括
的
に
し
て
又
欄
綱
的
な
｝
新
融
倉
學
搬
系
が

東
海
の
學
界
に
現
れ
出
で
実
ろ
こ
定
評
聞
書
し
、
凄
心
敬
意
ご
慶
意
を
表
し

筍
も
祉
倉
學
な
云
駕
す
ろ
も
の
㌧
琵
非
一
度
ほ
謎
破
た
要
す
ろ
著
作
ピ
し
て

汎
く
斯
學
に
興
味
た
有
マ
る
人
々
に
お
薦
め
し
函
ム
い
剃
下
ふ
。
願
く
は
著
者

の
沁
々
健
か
に
此
上
ε
も
學
界
に
稗
盆
な
興
へ
ら
れ
ん
こ
電
な
。
大
正
入
年

二
刀
、
束
京
榊
田
粥
淋
保
町
、
岩
波
堂
口
唐
芸
表
。
定
債
六
幽
五
拾
銭
O
（
爾
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

勇
）
り　

　
硯
今
欧
米
敢
育
の
遙
化
　
　
文
學
士
松
藻
暴
巖
著
、

　
著
活
に
営
て
小
學
校
な
除
い
て
殆
ご
各
雑
の
學
校
に
教
鞭
奉
取
ら
れ
、
臼

下
ば
奈
良
女
子
翌
翌
師
感
応
校
に
於
て
專
ら
教
育
雄
為
謙
ぜ
ら
ろ
、
學
識
経

瞼
無
ね
備
…
へ
乳
入
で
ゆ
の
ろ
9
氏
が
四
恥
野
外
見
込
甲
な
終
へ
て
昨
春
辮
覇
ぜ
・
り
れ
．
れ

ろ
を
聞
告
、
我
が
歌
宥
研
究
金
で
は
陵
並
数
育
裁
晴
な
聞
く
べ
く
懇
請
t
療

早
蓮
快
諾
「
國
語
問
題
煎
に
敷
育
行
欧
問
題
為
中
心
ぜ
し
て
し
蜘
話
し
下
さ
つ

カ
。
其
際
自
分
匡
紛
糾
ぜ
ろ
問
題
な
よ
く
も
あ
れ
だ
け
簡
潔
に
話
さ
れ
カ
も

の
だ
な
ご
感
じ
カ
。
そ
し
て
も
つ
ミ
外
の
問
題
に
就
て
も
御
話
を
承
り
索
い

な
ご
思
つ
大
。
所
が
小
西
先
生
か
ぢ
「
松
黒
眉
か
ら
木
が
來
宏
か
ら
見
よ
し
書

癖
ほ
れ
て
本
乃
桑
に
し
力
暗
語
づ
累
み
の
購
ぜ
す
し
て
通
ゼ
ら
れ
乳
事
為
嬉

ぴ
、
一
漬
し
終
っ
て
欧
米
り
新
教
山
7
一
が
手
際
よ
く
紹
介
さ
れ
力
嬢
に
惑
心
し

我
囲
の
数
育
者
為
吊
す
る
事
少
な
か
ら
ざ
る
も
思
つ
カ
の
で
あ
っ
ぬ
Q
勿
論

あ
、
し
表
事
柄
な
れ
ば
研
究
釜
に
麺
っ
て
み
る
程
の
人
な
ら
ば
欝
易
に
知
り

得
る
纂
で
あ
り
、
叉
周
知
の
事
だ
定
思
つ
糞
鰯
も
な
い
で
も
な
か
つ
れ
Q
け


